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■人　口　5,099人（－14）

■世帯数　2,451戸（－ 7 ）

男　2,420人（＋ 1 ）
女　2,679人（－15）
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す
だ
ち
農
家
を
応
援
！
す
だ
ち

が
給
食
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
い
、
関
東
圏
、
関
西
圏
の
飲
食

店
で
は
休
業
や
時
短
営
業
な
ど
、
営
業

形
態
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
影
響
を
う
け
、
神
山
町
の
す

だ
ち
は
市
場
価
格
が
低
迷
し
て
お
り
、

す
だ
ち
農
家
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

す
だ
ち
農
家
を
支
援
す
る
た
め
に
、

神
山
町
で
は
J
A
名
西
郡
・
里
山
み
ら

い
と
と
も
に
、「
す
だ
ち
農
家
に
エ
ー

ル
を
！
」
と
題
し
て
、
す
だ
ち
の
送
料

を
負
担
す
る
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
神
山
町
の
特

産
で
あ
る
す
だ
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
学
校
給
食
に
す
だ
ち

を
使
用
し
ま
し
た
。
す
だ
ち
は
、
2
月

19
日
と
3
月
3
日
に
、
揚
げ
物
や
焼
き

魚
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
添
え
て
、
小
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。文

化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
文
化

財
等
点
検
実
施

　
1
月
19
日
、
阿
川
地
区
で
令
和
2
年

度
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
文
化
財
等

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
文
化

財
保
護
審
議
委
員
や
神
山
消
防
署
員
な

ど
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
阿
川
地
区

に
あ
る
町
指
定
文
化
財
等
を
巡
回
し
、

所
有
者
よ
り
管
理
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
あ
と
防
火
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1

月
26
日
に
日
本
最
古
の
壁
画
で
あ
る
奈

良
県
斑
鳩
町
の
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上

し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
神

山
町
で
も
文
化
財
防
火
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

広
野
あ
す
な
ろ
会
に
よ
る
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

広
野
地
区
に
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
広
野
あ
す
な
ろ

会
」
の
会
員
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
あ
す
な
ろ
会
で
は
、
2
か

月
に
1
度
、
広
野
地
区
、
二
本
木
か
ら

橘
谷
、
お
よ
び
阿
野
橋
周
辺
の
ア
ド
プ

ト
活
動
（
住
民
と
行
政
の
協
力
に
よ
る

美
化
活
動
）を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
月
21
日
に
は
、
朝
8
時
頃
か
ら
活

動
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
分
け
を

し
て
、
道
路
脇
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。
持
ち
寄
っ
た
ゴ
ミ
を
分
別

し
、
汚
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
洗

浄
も
し
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ
ミ
袋
が
10

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
回
同
程
度

で
、
ゴ
ミ
の
量
は
な
か
な
か
減
ら
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
継
続
し
て
20
年
続
く

こ
の
活
動
で
す
が
、
代
表
の
森
孝
子
さ

ん
は
「
有
志
で
続
く
こ
の
活
動
で
す
が
、

少
し
で
も
地
域
が
気
持
ち
の
よ
い
場
所

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの
　 出来事

かん太くん

▲文化財等点検の様子

▲各自集めたゴミを持ち寄り選別する様子 ▲2月の清掃活動に参加した広野あすなろ会のみなさま

▲2月19日には「赤足エビのかき揚げすだち添え」
　  として提供されました。
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神
山
町
生
活
応
援
商
品
券
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
対
策
等
に
よ
り
神
山
町
へ
の

帰
省
や
観
光
客
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

町
内
経
済
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
町
内
で
使
用
で
き
る
神
山
町
生
活
応

援
商
品
券
を
全
町
民
に
配
布
し
ま
す
。

配
布
に
あ
わ
せ
て
、
神
山
の
様
子
を
感

じ
る
ふ
る
さ
と
お
手
紙
を
同
封
し
ま

す
。
帰
省
が
困
難
な
ご
家
族
や
親
戚
な

ど
へ
の
贈
り
物
等
に
添
え
る
な
ど
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

配
布
対
象
者

　

�

令
和
3
年
3
月
1
日
現
在
に
神
山
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方

商
品
券

　

�

1
人
当
た
り
5
0
0
0
円
分
の
商
品

券
（
5
0
0
円
×
10
枚
）

使
用
期
間

　

�

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
3
年

9
月
30
日

使
用
範
囲

　

�

神
山
町
内
の
事
業
者
（
商
品
券
と
一

緒
に
対
象
事
業
者
の
一
覧
表
を
送
付

し
ま
す
。）

　
3
月
下
旬
頃
、
世
帯
主
宛
に
郵
送
し

ま
す
。

※�

商
品
券
の
使
用
対
象
事
業
者
を
随
時
、

募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
な
ど
、

詳
し
く
は
神
山
町
商
工
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
課
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一
斉
清
掃
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
今
年
度
も
各
地
区
に
お
い
て
、
多
く

の
組
合
よ
り
一
斉
清
掃
事
業
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
道
路
や
河
川
の
草
刈
り
、

ご
み
拾
い
、
側
溝
清
掃
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
中
で
あ
り

ま
し
た
が
、
1
2
5
組
合
、
延
べ
1
、

5
9
8
人
も
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
環
境
の
保
全
と
、

一
斉
清
掃
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

選
挙
の
案
内
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
選
挙
が
行
わ
れ
る
度
に
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
投
票
所
へ

の
入
場
券
で
す
が
、
こ
の
度
、
機
器
入

替
え
の
都
合
に
よ
り
、
今
ま
で
は
有
権

者
が
お
ら
れ
る
世
帯
宛
に
、
そ
の
世
帯

に
属
さ
れ
る
有
権
者
全
て
の
入
場
券
が

封
書
で
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
有
権
者
一
人
ひ
と
り
に
「
選
挙

の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
ハ
ガ
キ
で
送
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
期

日
前
投
票
所
で
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
ハ
ガ
キ
の
裏
面
が
、
宣
誓
書

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
期
日
は
未
定
で

す
が
、
本
年
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
選
挙
の
際

に
は
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
ハ
ガ
キ
を

持
っ
て
投
票
所
に
お
越
し
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
な
い
運
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
き
れ
い
な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保

を
目
指
す「
三
な
い
運
動
」（
贈
ら
な
い
、

（イメージ）

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

政治家の寄附は禁止（贈らない）！政治家の寄附は禁止（贈らない）！
政治家の寄附を求めない！受け取らない！政治家の寄附を求めない！受け取らない！

3 令和 3年 3月15日発行



求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
）
に
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者

が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る

こ
と
も
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

※�

政
治
家
本
人
が
結
婚
披
露
宴
、
葬
式

な
ど
に
自
ら
出
席
し
て
そ
の
場
で
行

う
場
合
に
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

イ
ラ
ス
ト
…
広
報
誌
「
総
務
省
」

（
2
0
2
0
年
12
月
号
）
よ
り

健
康
福
祉
課
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神
山
町
ひ
と
り
親
世
帯
応
援
事
業
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

影
響
を
受
け
て
い
る
、
神
山
町
在
住
の

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
神

山
町
商
工
会
の
商
品
券（
神
山
商
品
券
）

を
1
世
帯
に
つ
き
５
万
円
分
を
支
給
い

た
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　
ひ
と
り
親
臨
時
特
別
給
付
金
を
受
給

さ
れ
た
方
ま
た
は
、
受
給
資
格
が
あ
る

方〈支
給
額
〉

　
神
山
町
商
工
会
の
神
山
商
品
券
を
5
万

円
分
（
1
千
円
券
を
50
枚
1
セ
ッ
ト
）

〈
申
請
方
法
〉

①�

申
請
書
を
神
山
町
健
康
福
祉
課
へ
提

出
②�

審
査
後
、
該
当
と
な
る
方
に
決
定
通

知
と
引
換
券
を
郵
送

③�

健
康
福
祉
課
で
引
換
券
と
商
品
券
を

交
換
い
た
し
ま
す
。

※�

引
き
換
え
は
委
任
状
を
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
、
代
理
の
方
で
も
引
き
換

え
可
能
で
す
。

〈
申
請
期
間
〉

　
令
和
3
年
2
月
1
日
か
ら
令
和
3
年

3
月
31
日
ま
で

〈
商
品
券
の
有
効
期
間
〉

　
令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
3
年

9
月
30
日
ま
で

※�

商
品
券
が
利
用
可
能
な
神
山
商
品
券

振
興
会
加
盟
店
は
神
山
町
商
工
会
に

問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
神
山
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
神
山
町
　
健
康
福
祉
課
　
福
祉
係

　
T
E
L
：
0
8
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6
7
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－

1
1
1
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2
0
0
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税
務
保
険
課
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Ｉ
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2
0
0
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令
和
3
年
度
軽
自
動
車
税
身
障
減
免

（
締
切
日
5
月
23
日
）

先
に
納
め
た
ら
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
の
方
等
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
で
、
専
ら
障
害
者
の
方
の
た
め
に
継

続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

○減免の対象となる障害の範囲

手
　
帳
　
の
　
種
　
類

身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
）

障害区分 身体障害者手帳 戦傷病者手帳
級　　　　　別 項　　　　　症 款　　症

視覚障害（※１） 1 2 3 ４の１ 特別 1 2 3 4
聴覚障害 2 3 特別 1 2 3 4
平衡機能障害 3 特別 1 2 3 4
音声機能障害（咽頭摘出） 3 特別 1 2
上肢不自由 1 2 特別 1 2 3
下肢不自由 1 2 3 4 5 6 特別 1 2 3 4 5 6 1 2 3
体幹不自由 1 2 3 5 特別 1 2 3 4 5 6 1 2 3
乳児期以前の非進行性 上肢 1 2
脳病変による運動機能障害 移動 1 2 3 4 5 6
心臓機能障害 1 3 特別 1 2 3
腎臓機能障害 1 3 特別 1 2 3
呼吸器機能障害 1 3 特別 1 2 3
ぼうこう又は直腸機能障害 1 3 特別 1 2 3
小腸機能障害 1 3 特別 1 2 3
免疫機能障害 1 2 3
肝臓機能障害 1 2 3

療育手帳（※ 2） 障害の程度A（重度障害者）の方のみ
精神障害者保健福祉手帳（※ 2） 障害等級１級（自立支援医療受給者証（精神通院医療）を交付されている方）

《注意事項》
　減免は障害者の方等 1人について、普通車を含め、1台に限られます。
　網掛け部分■は障害者の方等本人の運転に限り減免できます。
　重複障害の場合は、個々の障害区分ごとに判定します。
　※ 1　視覚障害 4の 1は、両眼視力の和が0．09以上0．12以下の方です。
　※ 2　療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の場合は、障害者本人の運転での減免はできません。
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次
の
要
件
に
該
当
し
、
期
日
ま
で
に
軽

自
動
車
税
の
減
免
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○�

申
請
す
る
際
に
は
、
次
の
書
類
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
及
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）（
令
和
3
年
4
月
1
日

以
前
の
発
行
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）

②�

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
の
い
ず
れ
か
の
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

③�

運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

④�

自
動
車
検
査
証　

⑤�

印
か
ん

⑥�

家
族
運
転
（
障
害
者
の
方
等
の
生
計

を
一
に
す
る
者
が
運
転
）の
場
合
は
、

使
用
目
的
を
証
す
る
書
類

　

�

通
院
（
月
4
回
以
上
）、通
学
、通
所
、

週
末
帰
省
（
月
4
回
程
度
）、
又
は

生
業
証
明
書（
精
神
障
害
者
の
方
で
、

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精
神
通

院
）
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。）

○
受
付
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
山
町
役
場
　
税
務
保
険
課

　
電
話
　
6
7
6

－

1
1
1
5

　（
I
P
電
話
　
2
0
0
5
）

　
神
山
町
役
場
　
広
野
支
所

　
電
話
　
6
7
8

－

1
1
1
1

　（
I
P
電
話
　
2
0
2
0
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ

い
て

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
関
係
者

の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　
令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日

ま
で
（
た
だ
し
、
期
間
中
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）

○
縦
覧
時
間

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で

○
縦
覧
場
所

　
神
山
町
役
場�

税
務
保
険
課

　
※�
「
関
係
者
」
と
は
町
内
に
所
在
す

る
土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課
税

す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
・
納
税
管
理
人
及
び
納
税
義
務

者
の
委
任
状
を
持
っ
た
代
理
人
な

ど
固
定
資
産
税
に
直
接
関
係
の
あ

る
人
を
い
い
ま
す
。

　
※�

縦
覧
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
な
ど
）
と
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

神
山
町
賃
借
料
情
報

　
農
地
法
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
市
町

村
ご
と
に
賃
借
料
情
報
の
提
供
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
1
月
か
ら
令
和
2
年
12
月

ま
で
に
町
内
で
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
の
平
均
額

（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※�

な
お
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
調

査
期
間
中
に
有
償
で
貸
し
借
り
さ
れ

た
事
例
の
集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借
料
決
定
の
参

考
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
の

で
、
実
際
の
貸
し
借
り
の
契
約
の
際

に
は
、
貸
し
手
と
借
り
手
で
よ
く
話

し
合
っ
て
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。

平均額
(円 )

最高額
( 円 )

最低額
( 円 )

データ
件数

田
（水稲） 12,740 40,000 5,000 17件

（30筆）

畑
（普通畑） 12,090 50,000 5,000 20件

（46筆）

畑
（樹園地） 11,183 45,000 5,000 7件

（20筆）

令和 3年 4月 1日より神山町子育て世代包括支援センター開設
　妊娠期から子育て期までの様々なニーズに対応し、ワンストップで切れ目ないサポートを行うこと
を目的に、神山町役場健康福祉課に「神山町子育て世代包括支援センター」を開設する予定です。
　センターでは保健師等専門職が、妊娠期から子育て期の悩みや相談に応じ、必要なサービスの紹介
などの情報提供をし、家族全体の子育てを応援します。
このような相談に対応
・妊娠に関する相談　・出産後や子育て期の育児支援サービスの紹介　・子育てに関する相談等

【母子健康手帳交付窓口について】
　4月 1日より、母子健康手帳の交付を健康福祉課「子育て世代包括支援センター」窓口で受付します。
　妊娠・出産・育児の各種サービスのご紹介やご相談をさせていただくため、時間に余裕を持ってお越しください。
※�広野支所でも受付できますが、後日、担当保健師より妊婦ご本人へご連絡させていただき、面談日を相談させて
いただきます。
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令
和
3
年
度
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て�

一
般
幹
部
候
補
生

　
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者

（
飛
行
要
員
含
）を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

　
採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・
航
空

の
各
自
衛
隊
曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部

候
補
生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受

け
た
後
、
3
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
、

幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

募
集
人
員
（
参
考�

令
和
2
年
度
）

　
陸　
約
1
8
5
名（
う
ち
女
子
約
22
名
）

　
海　
約
80
名
（
う
ち
女
子
15
名
）

　
空　
約
59
名
（
男
女
の
区
分
な
し
）

資
格

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20
歳
以

上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28

歳
未
満
）

受
付
期
限

　
令
和
3
年
3
月
1
日
～
令
和
3
年
4

月
28
日

試
験
期
日

　
1
次　
令
和
3
年
5
月
8
・
9
日

　
2
次　

�

令
和
3
年
6
月
8
～
14
日

（
海
・
飛
行
要
員
は
3
次
有
）

最
終
合
格
発
表

　
（
陸
）
令
和
3
年
7
月
23
日

　
（
海
）
令
和
3
年
7
月
30
日

　
（
空
）
令
和
3
年
8
月
27
日

入
隊

　
令
和
4
年
3
月
中
旬
～
4
月
上
旬

※�

自
衛
官
の
募
集
種
目
に
つ
い
て
は
、

年
度
内
を
通
じ
多
種
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。
右
記
募
集
の
他
に
も
受
付

期
間
の
異
な
っ
た
募
集
案
内
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
　
鴨
島
地

域
事
務
所
（
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
字

本
郷
2
1
3

－

1
鴨
島
中
央
ビ
ル
）

☎
0
8
8
3

－
2
4

－
7
0
0
8

http://www.mod.go.jp/pco/tokushima/

〔徳島県委託事業〕徳島県福祉人材センターアイネット福祉のお仕事相談
　福祉のお仕事を探している方、興味がある方！就職や転職活動のこと、福祉の資格取得などについて、相談
を受け付けております！！
アイネットでは福祉のいろんなことを応援しています
◆福祉のお仕事紹介　◆福祉の資格のご相談　◆介護福祉士・保育士等の修学資金等の貸付
◆福祉の知識・技能取得セミナー　◆履歴書の書き方や働き方等のアドバイス　
◆小中高大学等での福祉の授業
〔連絡先〕〒770-0943　徳島市中昭和町１丁目２　徳島県立総合福祉センター３階
　　　　徳島県社会福祉協議会　徳島県福祉人材センターアイネット
　　　　TEL：088-625-2040　FAX：088-656-1173
　　　　メールアドレス：ainet@tokushakyo.jp
　　　　ホームページ：https://ainet-tokushima.jp ホームページQRコード

その他の
　おしらせ

かわずくん

⃝表紙解説・集落支援員企画「つるしびなづくりワークショップ」表紙解説・集落支援員企画「つるしびなづくりワークショップ」
　2月下旬、集落支援員が企画したワーク
ショップが上分公民館で行われました。今回
は、ひな祭りが近い時期だったので、地域
の方とつるしびなを作りました。つるしびな
は、山形や静岡、福岡などで親しまれる雛
飾りで、動物や作物など様々な細工を施して
親しまれています。今回は、折り紙や色紙を
使い、ひな人形や紙風船などを作りました。
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空
き
家
情
報
を募

集
し
て
い
ま
す

　
賃
貸
、
売
買
を
希
望
す
る
町
内
の
空

き
家
・
空
き
地
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
近
年
は
町
外
か
ら
の
移
住
希
望
者

だ
け
で
な
く
、
町
内
在
住
者
で
空
き
家

へ
の
住
み
か
え
を
検
討
す
る
方
、
新
築

す
る
空
き
地
を
探
し
て
い
る
方
か
ら
の

相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
空
き
家
の
紹
介
に
加

え
、
お
家
に
残
っ
た
荷
物
の
片
付
け
や

相
続
登
記
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
お

り
ま
す
。
空
き
家
を
持
っ
て
い
る
け
ど

管
理
に
お
困
り
の
ご
親
族
や
ご
近
所

さ
ん
を
ご
存
知
で
し
た
ら
、「
移
住
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
た

ら
？
」
と
一
言
お
声
が
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
2
0
1
8
年
に
引
っ
越
し
て
き
た
目

黒
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
目
黒
さ
ん

は
農
業
法
人
「
フ
ァ
ー
ム
神
山
」
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
つ
つ
、
草
木
染
め
工
房

「
染
昌
（
そ
め
し
ょ
う
）」
の
瀧
本
さ
ん

の
も
と
で
修
行
を
し
て
い
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
移
住
す
る
1
年
ほ
ど
前
に
、
藍
染
や

蒅
（
す
く
も
）
作
り
を
学
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
、
徳
島
に
下
見
で
旅
行
に
来

ま
し
た
。
旅
の
途
中
、
神
山
で
草
木
染

め
を
し
て
い
る
瀧
本
さ
ん
の
こ
と
を
偶

然
知
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
連
絡
を
し
ま
し

た
。工
房
で
の
染
め
体
験
だ
け
で
な
く
、

蒅
を
つ
く
る
藍
師
の
お
師
匠
さ
ん
も
紹

介
し
て
も
ら
え
、
そ
の
時
に
徳
島
で
修

行
す
る
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

　
お
金
を
貯
め
る
た
め
1
度
秋
田
に
帰

り
、
徳
島
の
藍
染
め
関
連
の
求
人
に
応

募
し
て
み
た
り
し
ま
し
た
が
、
結
果
は

不
採
用
。
修
行
は
あ
ま
く
な
い
、
覚
悟

を
決
め
よ
う
と
思
っ
て
、
車
に
荷
物
を

積
ん
で
神
山
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し

た
。
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
と
瀧
本
さ
ん

に
お
願
い
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ア
ル

バ
イ
ト
先
と
住
居
も
紹
介
し
て
も
ら

え
、
神
山
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
し

た
。
染
昌
で
修
行
し
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
染
め
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
山
で

の
暮
ら
し
を
瀧
本
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に

話
し
て
い
た
の
が
、
印
象
的
だ
っ
た
か

ら
で
し
た
。

〈
染
め
の
修
行
に
つ
い
て
〉

　
染
昌
で
は
、
樹
皮
を
は
い
だ
り
、
果

実
の
皮
を
集
め
た
り
と
い
っ
た
季
節
ご

と
の
染
料
の
下
準
備
、
生
地
の
ア
イ

ロ
ン
が
け
や
仕
立
て
な
ど
の

染
色
前
の
作
業
を
手
伝
っ
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら
染
料
の

煮
出
し
や
、
藍
の
畑
の
管
理

を
一
部
任
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
空
い
た

時
間
に
は
好
き
な
も
の
を
染

め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
修
行
と
言
い
つ
つ
も
楽

し
く
作
業
し
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
母
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
編
み
物
が
好
き
で
、
休
み
の
日

や
仕
事
終
わ
り
の
夜
に
、
自
分
が
使

う
小
物
や
服
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
自

分
で
染
め
て
作
っ
た
も
の
を
身
に
着
け

る
」を
、今
年
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

〈
フ
ァ
ー
ム
神
山
に
つ
い
て
〉

　
週
3
日
は

フ
ァ
ー
ム
神

山
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て

い
て
、
市
内

の
市
場
や

ス
ー
パ
ー
に

商
品
を
配
達

し
て
い
ま
す
。
実
は
社
長
の
佐
々
木
さ

ん
が
染
料
づ
く
り
に
も
協
力
し
て
く
れ

て
、
ニ
ホ
ン
ア
カ
ネ
を
実
験
的
に
栽
培

し
て
く
れ
ま
し
た
。
根
か
ら
赤
色
の
染

料
が
と
れ
る
日
本
在
来
の
茜
で
す
が
、

全
国
的
に
栽
培
で
き
た
事
例
は
少
な
い

そ
う
で
、
さ
す
が
農
業
の
プ
ロ
だ
な
と

感
動
し
ま
し
た
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
今
年
か
ら
任
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
っ
た
畑
で
、
立
派
な
藍
を
育
て
、
蒅

を
作
り
た
い
で
す
。
夏
場
の
作
業
が
大

変
な
の
で
す
が
、
自
分
が
一
番
や
っ

て
み
た
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

お問合せ
☎676-1177
IP: 2028

NPO法人
グリーンバレーの
伊藤・林が

お届けします。

空き家から出るモノを再利用
「モノストック」オープンデー
3 ／21（日）9時～12時
4／20（火）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

目
め
黒
ぐろ
　未

み
紅
く
　秋田県出身

下分安吉在住

染料になるニホンアカネの根

新
規
移
住
相
談
件
数

12
月
…
16
件

1
月
…
12
件
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生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑥
　高齢者の方々が抱える困りごとに対し、「みんなでどなんぞしちゃげんで」と取り組んできた 3
つの取り組みについて、ご紹介したいと思います。

お問合せ 神山町地域包括支援センター（担当：住友・河野）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

※改定した社会資源マップ vol.4 が必要な方は、地域包括支援センターへお問い合わせください。

　「社会資源」とは、福祉に関する施設や制度・支援などのことを言います。神山町社会資源マップ
に掲載されているのは、〈サロン活動〉〈認知症サポート〉〈困りごとサポート〉〈お買い物サポート〉〈配
食サービス〉〈移動支援〉〈見守りサポート〉など。今号では、「訪問理容・美容」に新しいお店が加
わりましたので、ご紹介したいと思います。

取り組み（その 3）利用できるサービスがわかる！　社会資源マップ vol.4　改訂しています

取り組み（その 1）
買い物支援マップができました

　移動手段がなく、ご家族の支援はあるものの
「やはり自分の目で見て買いたい」という声が
あったことから、町内の移動販売車の訪問先が
わかるようにと作成してきた「買い物支援マッ
プ」が完成しました。「利用したい」「自分の家
の近くにもきているか知りたい」方は神山町地
域包括支援センターにお問い合わせください。

取り組み（その 2）　～上分地区～
『ゴミ出しに困っている』という声から
� 　できる支援はなにか、動き出しています
　上分地区では、「ゴミ出しに困っている」とい
う声から、〈地域住民でできる支援〉と〈行政と
一緒に考えていく必要がある支援〉を地域住民の
方々、集落支援員、公民館職員、役場担当課職
員のみなさんと共に、話し合いを重ねています。

秋から取り組んでいる、上分地区での話し合いは次号で詳しく
お伝えしたいと思います。

Garden�of�the�forest　～森の小さな美容院～
� （神領／090－5718－0480）

　　　　　　�実施曜日：火～日曜（月曜定休）
　　　　　　訪問地域：�町内全域（訪問・送迎

どちらも可能）
　　　　　　�　店主の阿部晃幸さんは名古屋で経

験を積み、地元神山に戻ってきました。

山田理容院（上分／088－677－0161）
実施曜日：毎週月曜日、第 2、第 3火曜日
訪問地域：町内全域

八木理容院（神領／088－676－0824）
実施曜日：毎週月曜日、第 2、第 3火曜日
訪問地域：町内全域

NEWNEW
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「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
第
2
期
（
2
0
2
1
～

2
0
2
6
）
版
が
完
成
し
ま
し
た
！

町
長
コ
メ
ン
ト

�

（「
神
山
町
創
生
戦
略
第
2
期
策
定
に
向
け
て
」よ
り
抜
粋
）

　
2
0
2
0
年
、「
ま
ち
を
将
来
世
代

に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
策
定
さ

れ
5
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
ま
ち
に
新
た
な
人
の
流

れ
や
定
着
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
ま
ち
を
将
来
に
つ
な
ぐ
た
め

に
重
要
な
こ
と
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
だ

と
話
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
行
わ
れ
た

様
々
な
活
動
と
、
関
わ
る
人
び
と
の
様

子
や
前
後
の
顔
つ
き
の
変
化
を
見
さ
せ

て
も
ら
う
中
で
、
多
く
の
活
動
を
通
じ

て
将
来
世
代
が
育
つ
土
壌
が
培
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
喜
び
の
気
持
ち
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
で
す
が
、
ま
だ
道
な
か
ば
。
取
り
組

み
は
、
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
「
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
生
を
送

れ
る
ま
ち
、
神
山
町
」
を
将
来
世
代
に

つ
な
ぐ
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
本
戦
略
を

実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

1
　
す
ま
い
づ
く
り

　
第
1
期
で
整
備
を
し
た
大
埜
地
の
集

合
住
宅
や
す
み
は
じ
め
住
宅（
鬼
籠
野・

神
領
）
の
運
営
は
継
続
し
つ
つ
、
新
た

な
住
ま
い
に
つ
い
て
、
民
間
と
の
共
働

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
検
討
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
神
山
町
に
ど
の
よ
う
な

景
観
を
の
こ
し
て
い
く
か
、
地
域
性
に

配
慮
し
た
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

勉
強
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①①

空
き
家
・
空
き
地
の
現
状

空
き
家
・
空
き
地
の
現
状

　

神
山
町
に
は
、
公
営
民
営
の
賃

　

神
山
町
に
は
、
公
営
民
営
の
賃

貸
物
件
は
、
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

貸
物
件
は
、
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
重
要
な
の
が
ひ
と
が
住

そ
こ
で
、
重
要
な
の
が
ひ
と
が
住

ま
な
く
な
っ
た
空
き
家
で
す
。

ま
な
く
な
っ
た
空
き
家
で
す
。

　

第

　

第
11
期
の
取
り
組
み
か
ら
、
空

期
の
取
り
組
み
か
ら
、
空

き
家
に
な
っ
て
年
数
が
た
た
な
い

き
家
に
な
っ
て
年
数
が
た
た
な
い

う
ち
に
連
絡
を
く
だ
さ
る
ケ
ー
ス

う
ち
に
連
絡
を
く
だ
さ
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

貸
し
手
の
ニ
ー
ズ
に
も
耳
を
傾

　

貸
し
手
の
ニ
ー
ズ
に
も
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
無
理
な
く
空
き
家
が

け
な
が
ら
、
無
理
な
く
空
き
家
が

活
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
第

活
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
第
22

期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
に
関
す
る
こ
と
は
、

空
き
家
に
関
す
る
こ
と
は
、

　
産
業
観
光
課

　
産
業
観
光
課

　　
0
8
8

0
8
8

－－

6
7
6

6
7
6

－－

1
1
1
8

1
1
1
8

　
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

　
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

　　
0
8
8

0
8
8

－－

6
7
6

6
7
6

－－

1
1
7
7

1
1
7
7

2
　
ひ
と
づ
く
り

　
第
1
期
に
て
取
り
組
ん
で
き
た
高
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
し
て
は
継
続
し
つ
つ
、
学
校

外
で
の
過
ご
し
方
と
し
て
鮎
喰
川
コ
モ

ン
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
多
様
な
学

び
の
場
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
試
行
を
し
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
の

情
報
整
理
や
見
え
る
化
に
よ
っ
て
保
護

者
の
目
線
も
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
ま

す
。3

　
し
ご
と
づ
く
り

　
商
工
会
を
含
め
た
関
係
機
関
と
協
働

し
な
が
ら
、
事
業
が
継
続
可
能
な
状
況

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
子
ど

も
た
ち
が
神
山
で
働
く
選
択
肢
を
持
て

る
よ
う
な
機
会
を
作
り
ま
す
。

神
山
町
創
生
戦
略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

神
山
町
創
生
戦
略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

  
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
集

「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
集
　
そ
の

　
そ
の
44
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②②

継
・
廃
業
の
把
握
と

継
・
廃
業
の
把
握
と

可
能
性
に
向
け
た
試
行

可
能
性
に
向
け
た
試
行

　

今
後
、
町
内
に
は
高
齢
を
理
由

　

今
後
、
町
内
に
は
高
齢
を
理
由

に
廃
業
す
る
事
業
者
が
多
発
す
る

に
廃
業
す
る
事
業
者
が
多
発
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

住
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響

住
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
及
ぶ
の
か
、
と
い
っ
た
予
測
が

が
及
ぶ
の
か
、
と
い
っ
た
予
測
が

十
分
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

十
分
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
役
場
、
商
工
会
、
つ
な
ぐ

　
今
後
、
役
場
、
商
工
会
、
つ
な
ぐ

公
社
、
グ
リ
ー
ン
バレ
ー
等
と
町
内
の

公
社
、
グ
リ
ー
ン
バレ
ー
等
と
町
内
の

継
業
・
事
業
承
継
の
意
向
調
査
や
関

継
業
・
事
業
承
継
の
意
向
調
査
や
関

係
者
と
の
チ
ー
ム
作
り
を
行
い
ま
す
。

係
者
と
の
チ
ー
ム
作
り
を
行
い
ま
す
。

　

継
行
・
事
業
承
継
な
ど
に
つ
い

　

継
行
・
事
業
承
継
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
頂
け
る
事

て
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
頂
け
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

神
山
町
役
場
総
務
課
に
お
問
い
合

神
山
町
役
場
総
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
　
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り

　
神
山
町
「
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
軸
と

し
て
、
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
森
林
組
合
な
ど
と
協
力
し
な

が
ら
人
材
不
足
の
解
消
に
向
け
た
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
農
業
分
野

に
お
い
て
も
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

新
規
就
農
者
の
育
成
を
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

5
　
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

　
安
心
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
「
顔

の
見
え
る
関
係
性
」
を
構
築
す
る
地
域

に
根
ざ
し
た
人
材
を
配
置
し
ま
す
。
ま

た
、
配
置
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
円
滑
に

活
動
で
き
る
支
援
体
制
を
整
え
、
各
地

域
の
中
で
困
り
ご
と
の
解
決
や
将
来
へ

の
備
え
が
話
し
あ
わ
れ
る
よ
う
な
自
治

の
醸
成
を
支
援
し
ま
す
。

6
　
関
係
づ
く
り

　
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
各
種
団
体
な
ど
「
社
会
セ
ク
タ
ー
」

と
と
も
に
、
役
場
、
つ
な
ぐ
公
社
と
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
語
り
合

え
る
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
外
の
多
様
で
、
健
や
か
な
関
心
を

醸
成
す
る
た
め
情
報
や
発
信
媒
体
の
あ

り
方
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

　

つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
2
期
で

は
、
こ
の
32
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。

　各プロジェクトの背景
や内容などは、ぜひ、神
山町HPにて資料をご覧
ください。
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健康づくりシリーズ○130

神山町の肥満について考える

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課　676－1114　IP2004

　肥満が重症化している実態をみました　肥満が重症化している実態をみました

　肥満はなぜいけない？？　肥満はなぜいけない？？
　肥満が原因・関連で様々な健康障害を起こします。
減量を要する健康障害
 1 ）2型糖尿病など  6 ）脳梗塞（脳血栓症・一過性脳虚血性発作）
 2 ）脂質異常症（高LDL, 高中性脂肪）  7 ）脂肪肝
 3 ）高血圧  8 ）月経異常、妊娠合併症
 4 ）高尿酸血症・痛風  9 ）睡眠時無呼吸症候群・肥満低換気症候群
 5 ）冠動脈疾患（心筋梗塞・狭心症） 10）肥満関連腎臓病
11）整形外科的疾患：変形性関節症（膝、股関節）・変形性脊椎症、腰痛症
　神山町では、妊娠期から乳幼児期、学童・思春期、成人期、高齢期のどの段階においても肥満
予防の取り組みや肥満解消に向けた取り組みを、関係機関や各種団体の皆さまと進めていきます。

　神山町では住民一人一人が健康寿命を延伸し、生涯現役で過ごすことができるよう、生活習慣病
の発症予防と重症化予防を推進するための健康増進計画「夢・元気・笑顔～健康かみやま21～」を
策定し、地域や各種団体、関係機関と連携を取りながら様々な取組を進めてきました。
　平成28年に策定した第 2期計画が 5年経過したため、神山町の皆さんの健康状況がどう変化し
たのかを中間評価として確認しました。

そこで、見えてきたもの… 神山町民の「肥満」が解決されていない !!神山町民の「肥満」が解決されていない !!

　�　�特定健診を受診された方でBMI25以上の特定健診を受診された方でBMI25以上の
� 肥満の方の割合をみました� 肥満の方の割合をみました

　健康寿命が長い他県のM町と徳島県とを比べてみる
と、40歳から74歳の方はM町よりも肥満の方が多い !!

BMIとは、肥満度を表す指標として国際的に用いられ
ている体格指数で、
BMI（kg/㎡）＝体重
（kg）÷身長（ｍ）÷
身長（ｍ）で求められ
ます。

①医療機関の受療状況

②介護認定状況

③死亡率
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介護予防シリーズ○72

生活の困り事や介護に関することは、地域包括支援センターへお気軽にご相談ください
お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－ 676－ 1185（IP　2031）

生活不活発病とは？
　「動かない」（生活が不活発な）状態が続くことにより、こころや体の働きが低下する状態を言い
ます。特に、高齢の方や持病がある方は、生活不活発病の「悪循環」を起こしやすいため、気をつ
ける必要があります。「悪循環」により、筋力や体力が低下し転倒や骨折のきっかけになることや、
介護が必要になる危険性もあります。

新型コロナウイルスで自粛が続くと…
　新型コロナウイルス感染症予防などにより外出や、人との交流が減っていませんか ?不要不急の
外出を自粛する生活が長く続いているため、活動が少なくなっていると生活不活発病が近づいてい
るかもしれません。

新型コロナウイルス感染症の影響による
生活不活発病を予防しよう！

生活不活発病を防ぐポイント
◆�生活リズムを保つことを心がけましょう
◆�家での『ちょっとした運動』や『好きな活動（作業）』を取り入れましょ
う

　例）家の近所を散歩、畑仕事や庭の手入れ、洗い物　など
◆�1 日 3食、バランスの良い食事を摂りましょう
◆�人との交流を保ちましょう
　例）�地域のサロンへの参加、なかなか会えない人へ電話をか

けてみる　など

「悪循環」を断ち切ることが重要です！
　　　　　　　今の生活を工夫することで “予防” ができます！

動かない
（生活が不活発）

こころや体の
働きが低下する

動けない
認知機能の低下

買い物に行けない

歩きにくい

地域の集まりが
無くなった
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防災シリーズ○42

住宅火災の現状
　2019年中、全国で発生した住宅火災の件数は
10,784件、住宅火災による死者（放火自殺者等
を除く。）数は899人となっています。死者のう
ち、65歳以上の高齢者は662人となり、全体の約
7割を占めています。
　住宅火災での出火原因として最も多かったの
は、「こんろ」「たばこ」「電気器具類 (配線器具含 )」
の順となっています。「こんろ」「電気器具類」に
よる火災が、住宅火災の 4件に 1件を占めていま
す。

出火原因別の注意点と予防方法
～こんろによる火災～
調理中は絶対にその場を離れず、離れる場合は必ず火を消す。
①着衣着火に注意
　 　こんろの炎が直接、衣服の袖口等に燃え移ることがあります。防炎
品のアームカバー等を着用するとより安心です。
②こんろの周りには物を置かない
　 　こんろの近くにおいた布巾などに火が燃え移ることもあります。こ
んろの周りには物を置かないようにしましょう。

調理中に地震が起こったときは？調理中に地震が起こったときは？
決して慌てずに火を消し、まずは自身の身の安全確保に努めましょう。決して慌てずに火を消し、まずは自身の身の安全確保に努めましょう。

～電気器具類による火災～
電気器具類は発熱に注意、見えない所から発火することも
①コード類の取り扱いに注意
　 　許容電流を超えることで発熱・発火するタコ足配線は、出火原
因の一つです。また、コードの上に重たいものを置くと配線に負
荷がかかりショートすることもあります。
②トラッキング現象に注意
　 　コンセントと電気プラグの間にホコリが溜り、湿気が加わると
それが導線になり電気が流れ、発火することがあります。コンセ
ントの周りはこまめに掃除して、ホコリを溜めないようにしま
しょう。

　神山町においても、こんろの消し忘れによる小火騒ぎや電気器具類が原因と思われる住宅火災が
過去に発生しています。大切な財産を失わないためにも、日ごろから火の取り扱いには十分注意し、
出火の原因となりうる行動やモノの取り扱いにも気を付けましょう。

住宅火災から命を守るために

【令和元年（1月～12月）における火災の状況（確定値）】より引用

出火原因別 住宅火災
件　数 構成比

こんろ 1,818 16.9%
たばこ 1,420 13.2%
電気器具類 1,055 9.8%
ストーブ 842 7.8%
電灯電話等の配線 513 4.8%

以下省略
総数 10,784 100%

広報かみやま No.333 14



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】118万円+｛扶養家族の数×38万円｝

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の年度も
在学予定である場合は、4月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

　学生納付特例制度により、令和 2年度に保険料納付を猶予されている方で、令和 3年度も
引き続き在学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申
請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送すれば、令和 3
年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、令和 3年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、納
付書を作成してお送りします。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所にご連絡をお願
いします。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料学生納付特例の申請について

15 令和 3年 3月15日発行



駐在所だより
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住宅用火災警報器に�住宅用火災警報器に�
� ついて� ついて

消防署だより

119

住宅用火災警報器って何？
　火災が発生したときは、目で煙や炎を見たり、鼻で焦げ臭いにおいを感じたり、耳でパチパチと
いう音を感じたり・・・と五感によって気づくことがほとんどだと思います。しかし、それだけでは、
就寝中や仕切られた部屋などで物事に集中している時などには、火災に気づくのが遅れてしまいま
す。そこで、火災の発生をいち早くキャッチし、知らせてくれるのが、住宅用火災警報器です。住
宅用火災警報器は、火災により発生する煙や熱を感知し、音や音声により警報を発して火災の発生
を知らせてくれる機器です。通常は、感知部と警報部が一つの機器の内部に包含されていますので、
機器本体を天井や壁に設置するだけで、機能を発揮します。

住宅用火災警報器の設置効果
　平成29年から令和元年までの 3年間における総務省消防庁の調査結果によると、死者数・損害額
を見ると、住宅用火災警報器を設置している場合は、設置していない場合に比べ、死者数は半減、
損害額は約 4割減になっています。

住宅用火災警報器が、あなたの家族の命や大切な財産を守ります。

消防署からのお願い
 住宅用火災警報器を設置することは、義務づけられています。しかし、設置していないからといっ
て、罰則はありません。住宅用火災警報器の目的は、何よりも火災からあなたの大切な家族やご自
身の命を守ることにあります。罰則が無いから付けなくてもいいのでしょうか？「大切な家族とご
自身のために」住宅用火災警報器を早期に設置しましょう。既に設置されている方は点検・掃除・
動作確認を月に一回行うようにしましょう。また、設置してから10年を目安に交換を推奨していま
す。電池を替えても、本体は劣化したままになります。この機会に一度、確認をお願いします。

お問い合わせは神山消防署まで
・固定電話�676－1199　・IP�2119　・FAX�676－1390

17 令和 3年 3月15日発行
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【作り方】
①切り干し大根は、洗ってから水で戻し、3㎝長さに切る。
② フライパンに①とカッコの材料を入れて、切り干し大
根がやわらかくなるまで加熱する。
③ 器に盛り、パセリを散らす。

【材料：4人分】
切り干し大根    20g
　トマトジュース（食塩無添加）    200ml
　ツナ缶    1 缶
　ウスターソース    大さじ 1
パセリ    少々

●ワンポイントアドバイス
　トマトのコクや風味、ツナ缶のうま味で美味しく減塩できます。
　洋風の味付けなのでお子さんにも食べやすい料理です。簡単な調理法
なので、作り置きやお弁当の一品としてぜひお試しください。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

栄養価 1人分：エネルギー76kcal、たんぱく質4.1g、
脂質3.9g、塩分0.6g（※50％減塩ウスターソース
使用で0.4g）

減塩シリーズ！★切り干し大根のトマト煮★

　令和 3年 1月 7日に河野シゲ子さん
が100歳のお誕生日を迎えられました。
心からお慶び申し上げます。
　誕生日には、ご家族がお祝いし、また
県・町から祝い状と記念品の贈呈がそれ
ぞれ行われました。
　町内の100歳以上の方は、11人とな
りました。
　これからも、ますますお元気でいらっ
しゃいますようお祈り申し上げます。

祝 100 歳
心よりお慶び申し上げます

「令和2年度�「令和2年度�
� 山地災害防止標語コンクール入賞」� 山地災害防止標語コンクール入賞」
　一般社団法人日本治山治水協
会が主催する、令和 2年度山
地災害防止標語コンクールで、
神領小学校 5年の清水 梨々華
さんが第 3席の奨励賞（（一社）
日本治山治水協会長賞）に選ば
れました。
　同協会の標語コンクールは、
山地災害の防止、森林や治山事
業の効果、防災意識の高揚など
を広く国民に呼びかけることを、テーマとして、毎年実施さ
れており、清水さんの作品は、身近にある森が地域住民の人
命・財産を守っていることを伝え、改めて森林の大切さを呼
びかけている作品です。
　今年度の標語コンクールには、全国から3,040作品の出品
があり、受賞は、最優秀賞 1点、優秀賞 5点、奨励賞 5点で、
その中で、徳島県から 1名の入賞でした。

清水さんの作品清水さんの作品
｢森の木が　ぐっと根をはり　土砂防ぐ｣｢森の木が　ぐっと根をはり　土砂防ぐ｣

奨励賞に選ばれた　清水さん
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